
JP 2019-156385 A 2019.9.19

10

(57)【要約】
【課題】主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤを提供
すること。
【解決手段】路面と接するトレッドにブロック状に形成
されたトレッドブロックと、前記トレッドブロックの上
面を横切って中心部まで溝状に形成された主溝と、前記
主溝の下端に連結されて前記トレッドブロックの側面を
貫通し、空気の流れ及び排水能を向上させるように形成
された主流路管と、前記主流路管の下端と連結されて前
記トレッドブロックの下端に延びた溝状に形成され、排
水能、走行能、及び制動能を発揮するように形成された
補助溝と、前記補助溝の下端に連結されて前記トレッド
ブロックの側面を貫通し、空気の流れ及び排水能を向上
させるように形成された補助流路管とを備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　路面と接するトレッドにブロック状に形成されたトレッドブロックと、
　前記トレッドブロックの上面を横切って中心部まで溝状に形成された主溝と、
　前記主溝の下端に連結されて前記トレッドブロックの側面を貫通し、空気の流れ及び排
水能を向上させるように形成された主流路管と、
　前記主流路管の下端と連結されて前記トレッドブロックの下端に延びた溝状に形成され
、排水能、走行能、及び制動能を発揮するように形成された補助溝と、
　前記補助溝の下端に連結されて前記トレッドブロックの側面を貫通し、空気の流れ及び
排水能を向上させるように形成された補助流路管と、を備える
　ことを特徴とする主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ。
【請求項２】
　前記補助流路管の内径は、前記補助溝の幅よりも大きく形成され、かつ、前記主流路管
の内径よりも小さく形成された
　請求項１に記載の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ。
【請求項３】
　前記補助溝及び補助流路管は、前記トレッドブロックの摩耗の際に路面と垂直に複数の
角部が設けられたエッジ部を介して排水能及び制動能を有する
　請求項２に記載の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ。
【請求項４】
　前記主溝は、排水能及び制動能を向上させるように前記トレッドブロックの上面及び側
面に千鳥状に形成された
　請求項３に記載の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ。
【請求項５】
　前記補助溝及び前記補助流路管は、少なくとも一つ以上形成されて前記主流路管と連結
され、前記主流路管の中心から放射状に配置された
　請求項４に記載の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ。
【請求項６】
　前記補助溝及び前記補助流路管がそれぞれ一つずつ形成される場合、前記補助溝及び前
記補助流路管の中心軸と前記主溝及び主流路管の中心軸とが前記トレッドブロックの側面
から同一線上に配置される
　請求項５に記載の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ。
【請求項７】
　前記補助溝及び前記補助流路管が複数形成される場合、一定した排水能及び制動能を有
するように主流路管の中心軸から等間隔で配置される
　請求項５に記載の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タイヤに関し、さらに詳しくは、トレッドブロックの摩耗にも拘わらず、排
水能、走行能、及び制動能が維持される主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、タイヤは、車両を構成する部品の一つであり、路面に直接的に接触する。タ
イヤの内部の空気は、バネのような緩衝作用をして路面の凹凸によって生じる衝撃を吸収
することにより、乗車感を一層高める。
【０００３】
　この種のタイヤは、路面と接触するゴム層であるトレッド（Ｔｒｅａｄ）と、トレッド
と連結されており、タイヤの側面をなすサイドウォール（Ｓｉｄｅ　ｗａｌｌ）と、サイ
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ドウォールと連結されており、車両のリム（Ｒｉｍ）に固定されるビード（Ｂｅａｄ）部
と、タイヤの内部に設けられてサイドウォールの屈伸運動に対する耐疲労性が強く、かつ
、骨格を形成するカーカス（Ｃａｒｃａｓｓ）と、トレッドとカーカスとの間に配置され
てカーカスを保護し、トレッドの表面の剛性を向上させるベルトと、を備える。
【０００４】
　タイヤにおいて地面と接触するトレッドは、様々なブロックパターンを有しており、前
記トレッドの一部であるカーフは、トレッドのブロックに刻まれて制動性能を良好にした
り、濡れた路面における横滑り現象を防止するために形成されている。
【０００５】
　図１に示す特許文献１に開示されているように、トレッドブロック１にトレッドカーフ
２を用いて水面及び氷上における制動性及び耐久性を強化させるために、このトレッドカ
ーフ２の下端部がトレッドカーフ２の入口２ａよりも広い容積を有するように、トレッド
カーフ２の入口２ａと波形連結穴３に連結されるトレッドカーフ２の下端部は、流路管４
からなって空気の流れと排水速度を高速に増加させた構造となっている。
【０００６】
　しかしながら、これらの従来のトレッドカーフ構造は、長い走行に起因してトレッドが
摩耗された場合、トレッドカーフ構造が摩耗されて排水能及びグリップ能が減少してしま
う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】大韓民国登録特許第１０－１０３７４１０号公報（２０１１年５月２０日
）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が解決しようとする技術的な課題は、トレッドの摩耗にも拘わらず、一定した排
水能及びグリップ能を維持することのできる主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤを提
供することである。
【０００９】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、前述の技術的課題に限定されるものではなく
、言及していない他の技術的課題は、以下の記載から本発明の属する技術分野における通
常の知識を有する者に明確に理解される。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記技術的な課題を達成するために、本発明に係る主カーフ及び補助カーフを備えるタ
イヤは、路面と接するトレッドにブロック状に形成されたトレッドブロックと、前記トレ
ッドブロックの上面を横切って中心部まで溝状に形成された主溝と、前記主溝の下端に連
結されて前記トレッドブロックの側面を貫通し、空気の流れ及び排水能を向上させるよう
に形成された主流路管と、前記主流路管の下端と連結されて前記トレッドブロックの下端
に延びた溝状に形成され、排水能、走行能、及び制動能を発揮するように形成された補助
溝と、前記補助溝の下端に連結されて前記トレッドブロックの側面を貫通し、空気の流れ
及び排水能を向上させるように形成された補助流路管と、を備える。
【００１１】
　本発明の実施形態において、前記補助流路管の内径は、前記補助溝の幅よりも大きく形
成され、かつ、前記主流路管の内径よりも小さく形成されたものであってもよい。
【００１２】
　本発明の実施形態において、前記補助溝及び補助流路管は、前記トレッドブロックの摩
耗の際に路面と垂直に複数の角部が設けられたエッジ部を介して排水能及び制動能を有す
るものであってもよい。
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【００１３】
　本発明の実施形態において、前記主溝は、排水能及び制動能を向上させるように前記ト
レッドブロックの上面及び側面に千鳥状に形成されたものであってもよい。
【００１４】
　本発明の実施形態において、前記補助溝及び前記補助流路管は、少なくとも一つ以上形
成されて前記主流路管と連結され、前記主流路管の中心から放射状に配置されたものであ
ってもよい。
【００１５】
　本発明の実施形態において、前記補助溝及び前記補助流路管がそれぞれ一つずつ形成さ
れる場合、前記補助溝及び前記補助流路管の中心軸と前記主溝及び主流路管の中心軸とが
前記トレッドブロックの側面から同一線上に配置されてもよい。
【００１６】
　本発明の実施形態において、前記補助溝及び前記補助流路管が複数形成される場合、一
定した排水能及び制動能を有するように主流路管の中心軸から等間隔で配置されてもよい
。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の実施形態によれば、主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤは、さらなる補助
溝が付設されて排水能、走行能、及び制動能を維持し、補助流路管を形成することで空気
の流れ及び排水能を向上させるという効果がある。
【００１８】
　本発明の効果は、前記効果に限定されるものではなく、本発明の詳細な説明または特許
請求の範囲に記載されている発明の構成から推論可能なあらゆる効果が含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】従来のトレッドのブロック斜視図
【図２】本発明の一実施形態に係る主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤの斜視図
【図３】本発明の一実施形態に係る重荷重用の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤの
トレッドブロックの斜視図
【図４】本発明の一実施形態に係る重荷重用タイヤのトレッドカーフの斜視図
【図５】本発明の一実施形態に係る図４に示すトレッドカーフの側面図
【図６】本発明の他の実施形態に係るトレッドカーフの側面図
【図７】本発明の一実施形態に係る摩耗前の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤの平
面図
【図８】本発明の一実施形態に係る摩耗によって主流路管が晒された主カーフ及び補助カ
ーフを備えるタイヤの平面図
【図９】本発明の一実施形態に係る摩耗によって補助溝が晒された主カーフ及び補助カー
フを備えるタイヤの平面図
【図１０】本発明の一実施形態に係る摩耗によって補助流路管が晒された主カーフ及び補
助カーフを備えるタイヤの平面図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照して本発明について説明する。しかしながら、本発明は、様々な
異なる形態で実現され得るので、以下に説明する実施形態に限定されるものではない。ま
た、図面において、本発明を明確に説明するために説明に関係のない部分は省略し、明細
書全体を通して類似の部分には類似の符号を付した。
【００２１】
　明細書全体を通して、ある一部分が他の部分と「連結（接続，接触，結合）」されてい
るという場合、それには「直接連結」されているものだけでなく、その間にさらに他の部
材を介して「間接的に連結」されているものも含まれる。また、ある部分がある構成要素
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を「含む」という場合、それは特に断らない限り他の構成要素を除外するものではなく、
他の構成要素をさらに備えることを意味するものである。
【００２２】
　本発明に用いられる用語は、単に特定の実施形態について説明するために用いられるも
のであり、本発明を限定しようとする意図はない。単数の表現には、文脈からみて明らか
に他の意味を有さない限り、複数の言い回しを含む。本発明における「含む」、「有する
」などの用語は、明細書に記載されている特徴、数字、ステップ、動作、構成要素、部品
またはそれらの組み合わせが存在することを示すものであり、１つまたはそれ以上の他の
特徴、数字、ステップ、動作、構成要素、部品またはそれらの組み合わせの存在または付
加可能性を予め排除するものではない。
【００２３】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００２４】
　図２は、本発明の一実施形態に係る主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤの斜視図で
あり、図３は、本発明の一実施形態に係る重荷重用の主カーフ及び補助カーフを備えるタ
イヤのトレッドブロックの斜視図であり、図４は、本発明の一実施形態に係る重荷重用タ
イヤのトレッドカーフの斜視図であり、図５は、本発明の一実施形態に係る図４に示すト
レッドカーフの側面図である。
【００２５】
　図２から図５を参照すると、本実施形態に係る主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ
１００は、車輪の回転に伴って路面と接するトレッドが配備され、前記トレッドにブロッ
ク状にトレッドブロック１１０が形成される。
【００２６】
　前記トレッドブロック１１０には、排水能、走行能、及び制動能の向上のための溝状の
主カーフ１２１及び補助カーフ１２４が形成され、前記主カーフ１２１は、後述する主溝
１２２と主流路管１２３を備え、前記補助カーフ１２４は、後述する補助溝１２５と補助
流路管１２６を備える。
【００２７】
　一方、前記トレッドブロック１１０の上面を横切って中心部まで溝状に形成された主溝
１２２が形成される。
【００２８】
　さらに詳しくは、タイヤには、路面と接するトレッドが配備され、前記トレッドには、
車輪の回転に伴う排水能とグリップ能を向上させるようにブロック状に分けられたトレッ
ドブロック１１０が配備される。したがって、前記トレッドブロック１１０は、路面と接
して摩擦力を向上させ、ブロック１１０とブロック１３０との間の溝付きグルーブ１４０
に排水を行うように配備される。
【００２９】
　このようなトレッドブロック１１０には、上面を横切った溝状の主溝１２２が形成され
る。前記主溝１２２は、ブロックの上面を横切って前記トレッドブロック１１０の中心部
まで板状の溝が形成されるので、路面との摩擦力を増加させて走行能及び制動能を向上さ
せ、溝に沿って排水が円滑に行われるようにする。
【００３０】
　また、主溝１２２は、ブロックの上面及び側面に千鳥状に形成される。
【００３１】
　さらに詳しくは、前記主溝１２２は、板状に形成され、板状の側面を基準として千鳥状
にうねりが形成される。したがって、このようなうねりは、タイヤの回転の際に、直線状
に形成された構造に比べて複数の方向からの牽引力を向上でき、タイヤの偏りを防止する
ことができる。
【００３２】
　一方、主溝１２２の下端には、トレッドブロック１１０の側面を貫通する主流路管１２
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３が形成される。
【００３３】
　さらに詳しくは、前記主溝１２２の下端には、円筒状に形成され、前記トレッドブロッ
ク１１０の側面を貫通して形成された主流路管１２３が連結される。このため、前記主流
路管１２３は、前記主溝１２２と連結されるので、空気が流動してタイヤにおいて発生す
る熱を速やかに排出することができ、主流路管１２３を介して水が抜け出るので、排水能
を向上させることができる。
【００３４】
　このとき、前記主流路管１２３は、ベンチュリメーター状に形成されてもよく、このよ
うな形状は、円筒状に形成された構造よりも空気の流れを圧力差で速やかに保持して発熱
性能を向上することができ、圧力差で速やかに排水を行うので、排水能をも向上させるこ
とができる。
【００３５】
　また、前記主流路管１２３は、空気の流動及び排水を容易に行える限り、三角形状、四
角形状または多角形状に形成されてもよい。
【００３６】
　一方、主流路管１２３の下端と連結されてトレッドブロック１１０の下端に延びた溝状
の補助溝１２５がさらに形成される。
【００３７】
　さらに詳しくは、前記補助溝１２５は、前記主流路管１２３の下端に連結されて前記ト
レッドブロック１１０の下端に板状の溝が形成される。したがって、前記補助溝１２５は
、トレッドの摩耗に伴ってトレッドブロック１１０の高さが低くなり、主溝１２２及び主
流路管１２３が摩耗すると、さらに形成された補助溝１２５によって路面との摩擦力を増
加させて走行能及び制動能を向上させ、溝に沿って排水が円滑に行われるようにする。
【００３８】
　すなわち、前記補助溝１２５は、前記主溝１２２及び主流路管１２３の下端に形成され
ているので、前記主溝１２２及び主流路管１２３が摩耗されてなくなると、前記補助溝１
２５が、車輪が路面から回転する方向の垂直に形成された構造によって前記路面と接して
摩擦力を増加させることにより、走行能及び制動能を向上させ、溝に沿って排水が円滑に
行われるようにする。
【００３９】
　また、補助溝１２５の下端に連結されてトレッドブロック１１０の側面を貫通する補助
流路管１２６がさらに形成される。
【００４０】
　さらに詳しくは、前記補助流路管１２６は、前記補助溝１２５の下端に連結されて前記
トレッドブロック１１０の下端に前記トレッドブロック１１０の側面を貫通するように円
筒状に形成される。したがって、前記補助流路管１２６は、前記補助溝１２５と連結され
て空気が流動するので、タイヤにおいて発生する熱を速やかに排出することができ、主流
路管１２３を介して水が抜け出るので、排水能を向上させることができる。
【００４１】
　このとき、前記補助流路管１２６は、ベンチュリメーター状に形成されてもよく、この
ような形状は、円筒状に形成された構造よりも空気の流れを圧力差で速やかに保持して発
熱性能を向上することができ、圧力差で速やかに排水を行うので、排水能をも向上させる
ことができる。
【００４２】
　また、前記補助流路管１２６は、トレッドの摩耗に伴ってトレッドブロック１１０の高
さが低くなり、主溝１２２、主流路管１２３、及び補助溝１２５が摩耗すると、さらに形
成された補助流路管１２６によって路面との摩擦力を増加させて走行能及び制動能を向上
させ、溝に沿って排水が円滑に行われるようにする。
【００４３】
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　すなわち、前記補助流路管１２６は、前記主溝１２２、主流路管１２３、及び補助溝１
２５の下端に形成されているので、前記主溝１２２、主流路管１２３、及び補助溝１２５
が摩耗されてなくなると、前記補助流路管１２６が、車輪が路面から回転する方向の垂直
に形成された構造によって前記路面と接して摩擦力を増加させることにより、走行能及び
制動能を向上させ、溝に沿って排水が円滑に行われるようにする。
【００４４】
　一方、補助溝１２５及び補助流路管１２６は、主流路管１２３の下端に少なくとも二つ
以上形成される。
【００４５】
　さらに詳しくは、前記補助溝１２５及び前記補助流路管１２６が二つ以上配置される場
合、前記補助溝１２５及び前記補助流路管１２６は、前記主流路管１２３を中心として等
間隔で放射状に配置されてもよい。
【００４６】
　このような構造は、前記補助溝１２５及び補助流路管１２６が一定の間隔で放射状に配
置されていることから、タイヤの摩耗に伴って補助溝１２５と補助流路管１２６の形状に
応じた溝構造が一定にタイヤブロックを区切るので、路面に接して発生する摩擦力及び排
水能を均一に維持することができ、その結果、車両の走行能及び制動能を一定に保つこと
ができる。
【００４７】
　一方、補助流路管１２６の内径は、補助溝１２５の幅よりも大きく形成され、かつ、主
流路管１２３の内径よりも小さく形成される。
【００４８】
　さらに詳しくは、前記補助流路管１２６は、空気の流動または排水が円滑に行われるよ
うに、前記補助溝１２５の幅よりも大きく形成される。前記補助溝１２５の幅よりも小さ
く形成される場合、空気や水がより大きい幅を有する補助溝１２５を介して移動してしま
い、補助流路管１２６の役割を果たすことができなくなるため、前記補助流路管１２６の
内径は、前記補助溝１２５の幅よりも大きく形成されなければならない。
【００４９】
　また、前記補助流路管１２６の内径は、前記主流路管１２３の内径よりも小さく形成さ
れる。前記補助流路管１２６の内径が主流路管１２３の内径よりも大きく形成される場合
、前記補助流路管１２６がタイヤブロックの下端に形成するが故に、車輪の回転に伴う摩
擦力が働くとき、下端に形成された補助流路管１２６によってタイヤブロックの下端の支
持力が減少し、前記タイヤブロックが破損される恐れがある。
【００５０】
　また、タイヤにおいて発生する熱は、路面と接する面で最大となるため、このような熱
の速やかな放出と、タイヤブロックにおいて必要とする速やかな排水とを行うために、前
記補助流路管１２６の内径は、前記主流路管１２３の内径よりも小さく形成されることが
効率的である。
【００５１】
　図６は、本発明の他の実施形態に係るトレッドカーフの側面図である。
【００５２】
　図６を参照すると、本発明に係るトレッドカーフ２２０において、前記補助溝２２５及
び前記補助流路管２２６は、タイヤの性能に応じてそれぞれ一つずつ形成されてもよい。
【００５３】
　さらに詳しくは、前記補助溝２２５及び前記補助流路管２２６は、前記主溝２２２及び
主流路管２２３と前記トレッドブロック１１０の側面を基準として同一線上に配置されて
もよい。
【００５４】
　このような構造は、同一線上に配置されていることから、タイヤの摩耗に伴って補助溝
２２５と補助流路管２２６の形状に応じた溝構造が一定にタイヤブロックを区切るので、
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路面に接して発生する摩擦力及び排水能を均一に維持することができ、その結果、車両の
走行能及び制動能を一定に保つことができる。
【００５５】
　図７は、本発明の一実施形態に係る摩耗前の主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤの
平面図であり、図８は、本発明の一実施形態に係る摩耗によって主流路管が晒された主カ
ーフ及び補助カーフを備えるタイヤの平面図であり、図９は、本発明の一実施形態に係る
摩耗によって補助溝が晒された主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤの平面図であり、
図１０は、本発明の一実施形態に係る摩耗によって補助流路管が晒された主カーフ及び補
助カーフを備えるタイヤの平面図である。
【００５６】
　図７を参照すると、トレッドブロック１１０の上面を横切るように主溝１２２が形成さ
れる。前記トレッドブロック１１０の上面には、前記主溝１２２の形状によってタイヤの
回転につれて回転方向と垂直に角部が設けられたエッジ部１５１が配備される。前記トレ
ッドブロック１１０の上面には、合計で三つのエッジ部１５１が形成され、前記トレッド
ブロック１１０の上面に前記主溝１２２が保持される間に、三つのエッジ部１５１が保持
される。前記エッジ部１５１は、タイヤの回転方向と垂直に形成されるので、角部からな
るエッジ部１５１の形状によって路面からの摩擦力を増加させ、排水能、走行能、及び制
動能を向上させることになる。
【００５７】
　図８を参照すると、トレッドブロック１１０の上面の主溝１２２が摩耗され、主流路管
１２３が現われる。前記トレッドブロック１１０の上面には、前記主流路管１２３の形状
によってタイヤの回転につれて回転方向と垂直に角部が設けられたエッジ部１５２が配備
される。前記トレッドブロック１１０の上面には、合計で四つのエッジ部１５２が形成さ
れ、前記トレッドブロックの上面に前記主流路管１２３が保持される間に、四つのエッジ
部１５２が保持される。前記エッジ部１５２は、タイヤの回転方向と垂直に形成されるの
で、角部からなるエッジ部１５２の形状によって路面からの摩擦力を増加させ、排水能、
走行能、及び制動能を向上させることになる。
【００５８】
　図９を参照すると、トレッドブロック１１０の上面の主流路管１２３が摩耗され、補助
溝１２５が現われる。前記トレッドブロック１１０の上面には、前記補助溝１２５の形状
によってタイヤの回転につれて回転方向と垂直に角部が設けられたエッジ部１５３が配備
される。前記トレッドブロック１１０の上面には、合計で五つのエッジ部１５３が形成さ
れ、前記トレッドブロックの上面に前記補助溝１２５が保持される間に、五つのエッジ部
１５３が保持される。前記エッジ部１５３は、タイヤの回転方向と垂直に形成されるので
、角部からなるエッジ部１５３の形状によって路面からの摩擦力を増加させ、排水能、走
行能、及び制動能を向上させることになる。
【００５９】
　図１０を参照すると、トレッドブロック１１０の上面の補助溝１２５が摩耗され、補助
流路管１２６が現われる。前記トレッドブロック１１０の上面には、前記補助流路管１２
６の形状によってタイヤの回転につれて回転方向と垂直に角部が設けられたエッジ部１５
４が配備される。前記トレッドブロック１１０の上面には、合計で八つのエッジ部１５４
が形成され、前記トレッドブロックの上面に前記補助流路管１２６が保持される間に、八
つのエッジ部１５４が保持される。前記エッジ部１５４は、タイヤの回転方向と垂直に形
成されるので、角部からなるエッジ部１５４の形状によって路面からの摩擦力を増加させ
、排水能、走行能、及び制動能を向上させることになる。
【００６０】
　すなわち、図７から図１０を参照すると、本発明に係る主カーフ及び補助カーフを備え
るタイヤ１００には、さらに補助溝１２５と補助流路管１２６が形成されているので、空
気の流動及び排水能を向上させることができ、主溝１２２と主流路管１２３が両方とも摩
耗されても、下端に補助溝１２５と補助流路管１２６が形成されているので、路面と接し
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【００６１】
　また、本発明に係る主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ１００は、溝から形成され
ているが、図４の形状のように、鋼（Ｓｔｅｅｌ）やアルミニウムなどの金属材によって
形成されてもよく、トレッドカーフ１２０には、カーフの形状に応じた金属材やプラスチ
ック材のカーフ部材が挿入されて用いてもよい。
【００６２】
　前述した本発明の説明は例示のためのものであり、本発明の属する技術分野における通
常の知識を有する者であれば、本発明の技術的思想や必須の特徴を変更することなく、他
の具体的な形態に容易に変形できる。よって、前述の実施形態はあくまで例示的なもので
あり、限定的なものでないことを理解すべきである。例えば、単一型で説明された各構成
要素を分散して実施してもよく、同様に分散したものと説明された構成要素を結合された
形態に実施してもよい。
【００６３】
　本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲により示され、特許請求の範囲の意味及び範囲
、並びにその均等概念から導かれるあらゆる変更または変形された形態も本発明に含まれ
る。
【符号の説明】
【００６４】
　１００，２００：主カーフ及び補助カーフを備えるタイヤ
　１１０，１３０：トレッドブロック
　１２１：主カーフ
　１２２，２２２：主溝
　１２３，２２３：主流路管
　１２４：補助カーフ
　１２５，２２５：補助溝
　１２６，２２６：補助流路管
　１４０：グルーブ
　１５１，１５２，１５３，１５４：エッジ部
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